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推進員 タダっちの
　ああしたら こうなった

和歌山から広げていこう「エコの和」!!
～ instagram、Facebook 環境生活総務課公式アカウント
　　　　　　　　　　　　「エコの和」をご存知ですか？～ INFORMATION

特
集

自然エネルギー“風力発電”を学ぼう
有田川エコフェスタ開催
垣根を越えた低炭素社会づくりを学ぶ
第13期推進員養成講座 天神崎自然観察教室の開催

和
歌
山
か
ら
広
げ
て
い
こ
う「
エ
コ
の
和
」! !

〜instagram

、Facebook 

環
境
生
活
総
務
課
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
エ
コ
の
和
」を
ご
存
知
で
す
か
？
〜
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自然エネルギー
“風力発電”を学ぼう
2016年11月27日
すこやか橋本　まなびの日

[和歌山県立橋本体育館］

子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育
を
中

心
に
展
開
す
る
伊
都
・
橋
本
地
球

温
暖
化
対
策
協
議
会
は
、「
す
こ
や

か
橋
本
ま
な
び
の
日
」
に
出
展
し

ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
ミ
ニ
風

力
発
電
キ
ッ
ト
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
発
電
機
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
羽
を
つ
く
り
、
風
を
送
る

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
光
る
し
く
み
で

す
。
発
電
機
が
見
事
完
成
し
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
光
る
と
参
加
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
自
然
の
風
で
電
気
が
つ
く
れ

る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
手
回
し
発
電
機
を

使
っ
た
省
エ
ネ
体
験
も
あ
り
、
白

熱
球
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
の
比
較
も

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
ブ
ー
ス

で
は
家
庭
の
エ
コ
診
断
も
実

施
。
受
診
者
は
、
我
が
家
の

省
エ
ネ
に
つ
い
て
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
親

子
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
き
っ
か
け

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
推
進
員　

黒
井
成
男
）

未
来
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

り
、
利
用
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
を

興
す
」
を
テ
ー
マ
に
有
田
川
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

一
部
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
再

生
機
構
副
理
事
長
の
野
村
典
博
氏

が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
解

説
、
続
い
て
岐
阜
県
石
徹
白
（
い

と
し
ろ
）
の
住
民
主
導
で
進
め
ら

れ
た
発
電
所
の
事
例
に
つ
い
て
話

題
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
和
歌
山
大
学
教
授
湯
崎
真

梨
子
氏
、
同
大
学
教
授
中
島
敦
司

氏
と
野
村
氏
を
交
え
て
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
お
話
を
聞
い
た
参
加
者

か
ら
の
質
問
を
元
に
登
壇
者
か
ら

の
多
様
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
だ
け
で
な
く
町
外
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、
会
場
は
立
ち
見
が
で

る
ほ
ど
の
賑
わ
い
に
。
未
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
も
し
か
す
る
と
今

の
自
分
た
ち
の
手
で
作
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
集
ま
っ

た
人
々
は
、
そ
ん
な
期
待
を
抱
き

つ
つ
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
た
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

（
推
進
員　

北
又
一
樹
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

わ
か
や
ま
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）

は
、
和
歌
山
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
て
、
講

演
会
【
〜
健
全
な
農
地
と
地
球
環

境
を
未
來
に
つ
な
ぐ
〜 

奇
跡
の
黒

い
土
「
テ
ラ
・
プ
レ
タ
」
を
ヒ
ン

ト
に
】
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

和
歌
山
有

機
認
証
協
会
（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
と
共

同
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

環
境
・
経
済
・
平
和
な
ど
幅
広
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
田
中

優
さ
ん
。

タ
イ
ト
ル
中
の
「
テ
ラ
・
プ
レ

タ
」
と
は
、
遥
か
昔
に
作
物
を
作
っ

て
い
た
痕
跡
と
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン

川
流
域
で
発
見
さ
れ
た
「
土
」
の

こ
と
。
低
温
で
焼
か
れ
た
炭
が
含

県内地域の取組

2017年１月29日

[地域協議会・県センター］

有田川
エコフェスタ開催

有田川町地域交流センター『ALEC（アレック）』

[和歌山県センター］

垣根を越えた
低炭素社会づくりを学ぶ

2017年2月22日
和歌山県JAビル

ま
れ
て
お
り
、
何
百
年
（
或
い
は

そ
れ
以
上
）
も
の
永
い
間
、
手
入

れ
も
無
い
中
で
非
常
に
肥
沃
な
状

態
を
維
持
し
続
け
、
さ
ら
に
は
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
（
↓
回
収
・
固

定
）
す
る
力
が
ず
ば
抜
け
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
こ
の
「
テ
ラ
・
プ
レ
タ
」

を
ヒ
ン
ト
に
、
県
内
で
炭
素
吸
収

に
軸
を
置
い
た
農
法
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
？
と
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
１
１
１
名
の
聴
講
者

（
主
催
団
体
の
会
員
や
関
連
部
局
、

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
、
農
家
、
環
境
問
題
に
関
心
の

あ
る
個
人
や
企
業
な
ど
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
和
歌
山
の
明
る
い
未
来

に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

（
推
進
員　

西
出
い
づ
み
）
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ああし
たら　こうなった

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

わ
か
や
ま
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）

は
、
和
歌
山
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
て
、
講

演
会
【
〜
健
全
な
農
地
と
地
球
環

境
を
未
來
に
つ
な
ぐ
〜 

奇
跡
の
黒

い
土
「
テ
ラ
・
プ
レ
タ
」
を
ヒ
ン

ト
に
】
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

和
歌
山
有

機
認
証
協
会
（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
と
共

同
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

環
境
・
経
済
・
平
和
な
ど
幅
広
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
田
中

優
さ
ん
。

タ
イ
ト
ル
中
の
「
テ
ラ
・
プ
レ

タ
」
と
は
、
遥
か
昔
に
作
物
を
作
っ

て
い
た
痕
跡
と
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン

川
流
域
で
発
見
さ
れ
た
「
土
」
の

こ
と
。
低
温
で
焼
か
れ
た
炭
が
含

県内地域の取組

第13期
推進員養成講座
2017年３月４日　和歌山県民文化会館
2017年３月５日　御坊市公民館

切り倒され放置されたままの間伐材の多さにとても

驚きました。それは10年程前、田辺市周辺の推進員仲

間と植樹体験で地域内の人工林に入った時の事です。

緑化による保全活動の前に、この林地残材を有効活用

できないかと思うようになりました。しばらくは色々

迷いながらの活動でしたが、やっぱり薪にして熱利用

するのが１番（個人の意見です）という事になり、平

成25年に林地残材の有効利用を目的にエコネット紀南

と山林所有者・梅農家・林業従事者・製炭業者・薪ストー

ブユーザーらが集い「紀南薪ぐらしネット」を立ちあ

げました。紀南地域では梅伐採木も毎年大量に出るこ

とがわかり、メンバーと連絡を取りながら間伐材や梅

伐採木を山や畑に引き取りに行き、それを薪に加工し

て薪ストーブユーザーに格安で提供するという活動を

続けてきました。その結果、平成25年からの３年で梅

伐採木を軽トラ約50車分（25ｔ）、杉・ヒノキを約20

車分（10ｔ）、雑木約10車分（５ｔ）を薪に加工し、

薪ストーブユーザーに利用してもらっています。これ

で、石油20ｔ分くらいを薪にできたでしょうか。

　このコーナーでは推進員の方々の CO２削減
活動を募集しています。ぜひ、「私はこんな活
動をしました」という声をお寄せください。

仲間とチェーンソーを担いで

ま
れ
て
お
り
、
何
百
年
（
或
い
は

そ
れ
以
上
）
も
の
永
い
間
、
手
入

れ
も
無
い
中
で
非
常
に
肥
沃
な
状

態
を
維
持
し
続
け
、
さ
ら
に
は
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
（
↓
回
収
・
固

定
）
す
る
力
が
ず
ば
抜
け
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
こ
の
「
テ
ラ
・
プ
レ
タ
」

を
ヒ
ン
ト
に
、
県
内
で
炭
素
吸
収

に
軸
を
置
い
た
農
法
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
？
と
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
１
１
１
名
の
聴
講
者

（
主
催
団
体
の
会
員
や
関
連
部
局
、

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
、
農
家
、
環
境
問
題
に
関
心
の

あ
る
個
人
や
企
業
な
ど
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
和
歌
山
の
明
る
い
未
来

に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

（
推
進
員　

西
出
い
づ
み
）

今
期
で
13
回
目
と
な
る
、
県
の

推
進
員
養
成
講
座
が
和
歌
山
市
と

御
坊
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
正

式
な
推
進
員
と
し
て
の
委
嘱
を
目

指
し
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で
新
た

な
８
名
が
受
講
、
ま
た
先
輩
推
進

員
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
で
の
講

座
と
な
り
ま
し
た
。
第
１
講
は
「
地

球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
世
界
の
最
新
情
報
や
日

本
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
今
後

の
対
策
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
第

２
講
は
「
和
歌
山
か
ら
始
め
る
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
県
内
で
起
こ
っ
て
い
る
気
候
変

動
の
現
状
、
地
域
で
活
躍
す
る
推

進
員
や
取
組
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
熱
心
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い

う
一
体
感
が
生
ま
れ
た
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
県
内
活
動
が
さ
ら
に

活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

二
日
間
で
し
た
。

（
県
セ
ン
タ
ー　

臼
井
）

推進
員

タダ
っちの
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冬でも田んぼアートが楽しめる福島
県鏡石町キラキラ田んぼアートです。
太陽光発電を利用したＬＥＤ自動点
滅発光装置「ペットボタル」を使っ
た環境にやさしいイベントです。

スポＧＯＭＩとはチームの力をあわせ、制
限時間内に拾ったゴミの質と量を競い合う、
地球に最もやさしいスポーツです。ゴミ拾
いを楽しみながら、私たちの街、自然をもっ
ときれいにしていきましょう。

SNSとは
SNSとは、Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス）の略です。社会的なつながりや広がりを生み出すしくみをインター
ネット上で構築したもので、情報発信だけでなく、発信者のプロフィール
や現在の様子など、実社会と同様に相互のコミュニケーションをはかるこ
とができます。最近ではTwitter（ツイッター）、Facebook（フェイスブック）、
Instagram（インスタグラム）、LINE（ライン）などがあります。

環境にやさしい取組は、普段の生活やイベントなどいろいろなところでできます。もしか

すると気付いていないだけかもしれません。

みんなが環境にやさしい取組に気付き、実践できるように、「エコの和」を広げていきま

せんか。

ディナーや入浴など、普段の生活の一部を
おしゃれなキャンドルで楽しめば、節電も
できます。アロマキャンドルなどいろんな
キャンドルで、楽しみながらも、環境にや
さしい取組ができますよ。

天神崎で観察できたカスミサンショウウ
オの親子とその卵のうです。和歌山県の
レッドデータブックにも載っている希少
種。環境にやさしい取組はいろいろな生
物を守ることにもつながります。

和歌山から広げていこう「エコの和」！！

和歌山から広げていこう「エコの和」！！

和歌山県ではみなさんの環境にやさしい取組を紹介し広げていく「エコの和」という活動を行っ
ています。「エコの和」は、県が情報を発信するだけでなく、県内、県外のみなさんがご自身の
投稿に「#エコの和」をつけていただくことで広がっていきます。まずは「#エコの和」で検索
をして、みなさんがどんな取組をしているのかご覧ください。

～ instagram、Facebook 環境生活総務課公式アカウント「エコの和」をご存知ですか？～

みんなの「#エコの和」を見てみよう！

エコの和 公式アカウント instagram：エコの和（eco_no_wa）　
Facebook：エコの和（和歌山県環境生活総務課）

エコの和 ホームページ 和歌山県　環境生活総務課　で検索
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ひ　よりやま

県　情　報

天神崎自然観察教室の開催天神崎自然観察教室の開催天神崎自然観察教室の開催
地域特性を活かした交流型環境学習事業（関西広域連合）

関西広域連合では、関西の特徴的な自然環境をフィールドとした環境学習事業を展開しています。田辺市の
天神崎は、日和山を中心とする緑豊かな丘陵部と干潮時に顔を出す平らな岩礁で形成されていて、陸と海の動
植物が、平たい岩礁をはさんで同居し、森・磯・海の三者が一体となって一つの生態系を作っています。また、
日本におけるナショナルトラスト運動の先駆けの地でもあります。

その天神崎で自然観察と環境保護についてたのしく学べる自然観察教室を開催します。ぜひ、ご参加ください。

１．日時
第一回　平成29年５月13日（土）10：00 ～ 15：00
第二回　平成29年５月27日（土）10：00 ～ 15：00
予備日　平成29年６月10日（土）、平成29年６月24日（土）

２．参加条件と定員
関西広域連合（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、徳島県）の新小学１年生から大人まで100名（先
着順）※小・中学生は１グループにつき１人以上の保護者が同伴してください。

３．場所
天神崎（和歌山県田辺市）の丸山周辺の磯・日和山

４．活動内容
午前　磯観察　　午後　湿地・日和山散策

５．参加費　無料（当日は事務局にて団体保険に加入します。）

６．申込方法
滋賀県ホームページ トップページ右側中段の「しがネット受付サービス」からお申込ください。（募集期
間は平成29年４月30日（日）まで）
・参加者は保険に加入しますので、必ず申込をお願いします。
・居住地が遠方のため前泊が必要な場合は、１人あたり3,000円の宿泊補助をします。
○しがネット受付サービス：http://www.pref.shiga.lg.jp/c/it/shinsei/shiganet.html

※webまたは問い合わせ先
関西広域連合広域環境保全局（滋賀県環境政策課）　℡077-522-5664
http://www.kouiki-kansai.jp/contents.php?id=31
和歌山県環境生活総務課　℡073-441-2670
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/econet/index.html
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ひょっこ
り

田辺市　安原 克彦 さん

推進員さん 訪 記

田辺市本宮町にお住まいの安原克彦さんは推進員
第８期生で大阪生まれの大阪育ち、子供のころから
生物が好きだったといいます。高校卒業後は長野県
松本市の大学に進学して生物学を学びました。就職
は東京の外資系研究試薬の会社で、病院や大学、製
薬会社等の営業を担当しました。そして５年後に環
境系の仕事がしたいと有機農産物の流通会社に転職、
さらに12年後、今度は自然ネエルギーを手掛けた
いと木質バイオマスのベンチャーコンサルティング
会社に入り、新エネルギーの調査などを担当します。
そして３年後の2006年、以前の有機農産物流通会
社の元同僚の誘いで本宮町に移住、地元農産物の無
添加加工食品工場の工場長となりました。

自然エネルギーを追求したいといつも考えていた
安原さんは、友人を介して紀南地域地球温暖化対策
協議会（以降紀南協議会）のメンバーと交流をもち
始めます。以来、講演会やシンポジウムのスタッフ
として活動を開始、推進員には忙しい中で２年をか
けて資格を取りました。特にそのワークショップで
の地域の仲間作り等が役立ったといいます。

さて安原さんら紀南協議会の活動として特筆すべ
きは、薪利用を推進しようとみんなで汗を流して「薪
ぐらしネット」を立ち上げ、薪ストーブ普及を目指
していることです。安原さんは「薪は木質エネルギー
として大切なもので、一人ではできないものがみん

なで協力して薪作りをすれば、薪ストーブのユー
ザーにもなってくれる。また薪などの地域の自然エ
ネルギー資源を活かした仕事をする人が増えること
が大事」とも言います。現在は梅の木を中心に薪作
りを行っています。

さらに個人的には、串本町での市民共同発電の立
ち上げにも仕組み作りから参加、現在は地域貢献型
太陽光発電として30kwと50kwの２基が稼動し、そ
の利益は子育てや青少年育成、海を守ることに役立
てているといいます。

安原さんは2010年に地元産の木を使ったログハ
ウスを新築、３キロの太陽光発電とイタリア製で日
本初上陸のペレットボイラー・太陽熱温水器・蓄熱
タンクを組み合わせた暖房・給湯システムを導入し
ています。そしてバッテリーも導入して夜も電気を
賄えるCO2を出さない家にしたいと考えています。

生き物が大好きな安原さんは「いろんな生き物が
公平に暮らせる地域にしたい、森の生態系が豊かな
地域にしたい、生物多様性の地域を発展させたい」
と願っています。また地域の温暖化を防ぐことが大
きなテーマであることを実感しています。
「灯油ストーブを薪ストーブに！」、「普及すれば

もっと安くなるバッテリーも、今は高いが進んで購
入したい！」、そして推進員としてCO2削減に確か
な実績として貢献している、そんな安原さんでした。
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なるほど ザ・ワードなるほど ザ・ワード STOP温暖化・焦点の言葉
＊地球温暖化をめぐる報道などで、いま焦点となっている言葉を簡単に解説します

地球の平均気温、海上はどのように計っているの？
IPCC第５次評価報告書は、1880年から2012年まで

に世界の平均地上気温が0.85℃上昇したとしていま
す。さてこの「世界の平均地上気温」、どのように測
るのでしょうか。

地球の平均気温は緯度５度×経度５度の格子ごとに
気温の実測データを集め、そのデータに各格子の面積
差（緯度距離は同じですが経度距離は極に近づくほど
短くなるため各格子の面積は異なります）を調整した
上で平均し算出しています。

この計算のもととなる気温実測データには陸上だけ
でなく地表の７割を占める海洋のデータも含まれてい
ます。地上のデータはもちろん固定した観測所で測っ
ているのですが、では海上のデータはどうしているの

でしょう。
海上の気温を衛星で測る方法も開発中なのですが今

はまだ船で測っています。しかし、海上の気温を船上
で図るのは、甲板からの反射熱などの影響が無視でき
ない程大きいため正確ではありません。そこでその代
わりに海水温を測りこれを海上の気温データとしてい
るのが実情です。とはいえ、海洋表面と海洋上の気温
の変動がほぼ等しいことが確認されており、海洋表層
の海水温を海洋上の大気温として代用させることに問
題はないとされています。昔はバケツで海水を汲み上
げて測っていましたが、今はエンジンの取水口付近に
設置した温度計で測っているそうです。
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松っちゃんの
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ちょっとずつ春の日差しになり、事務所前の海も春霞でやわらかな淡い色合いの景色となっています。
今期の養成講座も積極的に活動されている意識の高い方々が８名受講され、それぞれの地域がますます勢
いのある活動になる印象を受けました。知れば知るほど待ったなしの現状を共有して、 引き続き温暖化防
止に向けた活動を支援してまいります。推進員をはじめ関係者のみなさま、そして新たに関わってくださ
るみなさまの協力が欠かせません。よろしくお願いいたします。

県センター通信

イベント情報

募　　集

2016年度 地球温暖化防止コミュニケーター・養成セミナー

わかやまCOOL CHOICEサイト

地球温暖化防止コミュニケーターサイト

賛同者募集中！

イベント情報も随時更新

日時

＜３月開催情報＞
◆３月25日（土）岡山
◆３月26日（日）京都

【お問合わせ】
地球温暖化防止コミュニケーター事務局
communicator@ondankataisaku.env.go.jp

「未来のために、いま選ぼう」を合言葉に、賛同
者を募集しています。
県内では、これまでに2,484人の個人、56団体が
賛同の宣言をしています。
すでにさまざまな取組をされている方も、これか
らやっていこうという方もぜひ宣言を。
またサイトでは今後、県内の「賢い選択」をして
いるニュースやアイデアを掲載していきます。

宣言は右記のQRコード、または『わかやまクー
ルチョイス』で検索し、サイト内のフォームに入
力してください。 わかやまクールチョイス 　　検索

温暖化　伝える　　検索

わかやま推進員サイトあなたの活動をサポート

http://funtoshare.env.go.jp/ipcc-report/
または

WAKAYAMA COOL CHOICE サイト
http://wenet.info/cc


